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法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究

─ 『
華
厳
経
探
玄
記
』
篇
（
下
）、
及
び
総
結

舘

　
　野

　
　正

　
　生

は
じ
め
に

本
稿
は
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
経
探
玄
記
』
篇
（
上
）」（『
桜
文
論
叢
』
九
九
巻
、
二
〇
一
九
年
三

月
）
の
後
半
で
あ
る
た
め
、
最
初
に
（
上
）
で
記
し
た
問
題
の
所
在
な
ど
に
つ
い
て
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

こ
の
論
考
は
、
中
国
華
厳
宗
第
三
祖
、
法
蔵
（
六
四
三
─
七
一
二
）
の
華
厳
思
想
に
お
け
る
重
要
概
念
で
あ
る
「
縁
起
相
由
」
に
つ

い
て
、
法
蔵
最
晩
年
の
著
作
と
さ
れ
る
『
華
厳
経
探
玄
記
』
を
中
心
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
縁
起
相
由
と
は
、
法
界
縁
起
に
お

け
る
諸
法
の
関
係
構
造
を
、
同
体
・
異
体
、
相
即
・
相
入
と
い
っ
た
観
点
か
ら
示
す
術
語
で
あ
る
が
、
法
蔵
の
諸
著
作
に
お
い
て
そ

の
位
置
付
け
や
内
容
は
一
様
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
ま
で
そ
の
差
異
に
つ
い
て
全
く
問
題
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
撰
述
年
代
順
に
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』、『
華
厳
五
教
章
』、『
華
厳
経
旨
帰
』、「
法
界
縁
起
章
」
に

（
１
）

二
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記
さ
れ
た
縁
起
相
由
を
比
較
検
討
し
て
き
た
。
そ
し
て
本
篇
の
（
上
）
で
は
そ
の
最
終
段
階
と
し
て
『
探
玄
記
』
に
お
け
る
縁
起
相

由
の
思
想
を
詳
細
に
分
析
し
た
。
ま
ず
『
探
玄
記
』
の
成
立
時
期
を
検
討
し
、
本
書
が
長
期
間
に
わ
た
る
加
筆
・
改
訂
を
経
て
成
立

し
、
最
晩
年
の
思
想
を
反
映
し
た
著
作
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
、
懸
談
中
の
「
十
由
」
に
お
い
て
第
一
に
掲
げ
ら

れ
る
「
縁
起
相
由
」
の
構
造
と
内
容
を
検
討
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
『
探
玄
記
』
で
は
、
縁
起
相
由
が
十
門
に
体
系
化
さ
れ
、
同
体
・
異
体
お
よ
び
そ
れ
ら
の
無
礙
的
関
係
が
段
階
的

に
説
示
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
と
り
わ
け
、「
法
界
縁
起
章
」
と
比
較
す
る
と
、
用
語
の
整
理
・
簡
略
化

が
進
め
ら
れ
、「
有
体
・
無
体
」「
有
力
・
無
力
」
と
い
っ
た
枠
組
み
も
、
能
起
・
所
起
や
依
・
持
の
関
係
と
し
て
再
構
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
体
・
異
体
の
無
礙
を
基
礎
と
し
た
「
同
異
円
備
義
」
に
お
い
て
、
十
玄
門
と
の
関
連
が
新
た
に

提
示
さ
れ
、
縁
起
相
由
が
一
大
縁
起
と
し
て
総
合
的
に
把
握
さ
れ
て
い
る
点
は
、『
探
玄
記
』
独
自
の
展
開
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。（

上
）
に
お
け
る
以
上
の
考
察
に
続
き
、『
探
玄
記
』
で
改
訂
が
行
わ
れ
た
理
由
を
考
察
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

四
、『
探
玄
記
』
に
於
け
る
改
訂
の
理
由

①
　
内
容
・
語
句
・
構
成
の
整
備

「
は
じ
め
に
」
で
も
纏
め
た
よ
う
に
、（
上
）
で
の
調
査
に
よ
っ
て
、『
探
玄
記
』
の
縁
起
相
由
は
、
そ
れ
以
前
の
著
作
と
比
較
し

て
形
式
や
内
容
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
形
式
面
で
い
う
と
具
体
的
に
は
、「
同
体
円
備
義
」
を
加
え
十
門
に
定
め

た
こ
と
、
各
項
に
示
さ
れ
る
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
の
特
徴
を
表
す
術
語
を
揃
え
た
こ
と
、
異
体
門
の
体
用
双
融
、
同
体
門
の

三
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具
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同
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円
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を
加
え
十
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に
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、
各
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に
示
さ
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同
体
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の
特
徴
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を
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、
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門
の
体
用
双
融
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同
体
門
の

三
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体
用
倶
融
、
同
体
異
体
の
倶
存
無
礙
の
三
項
目
の
ま
と
め
の
句
を
全
て
六
句
に
揃
え
た
こ
と
、
と
い
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
形
式
的
な
整
備
よ
り
以
上
に
、
ど
う
し
て
も
改
訂
が
必
要
で
あ
っ
た
理
由
と
し
て
、
思
想
形
成
と
い
う
観
点
か
ら

以
下
の
諸
点
を
指
摘
し
た
い
。

②
　
法
性
融
通
混
入
の
排
除

既
に
論
じ
た
（
２
）よ

う
に
『
旨
帰
』
で
の
改
訂
の
主
眼
は
、
華
厳
の
義
と
し
て
の
法
性
と
事
相
と
の
融
通
を
導
入
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
法
蔵
は
、
こ
れ
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
十
無
礙
が
配
さ
れ
た
「
縁
起
相
由
力
」
を
説
い
た
が
、
こ
れ
は
絶
対
の
事
と
法
性

融
通
と
の
混
交
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
を
修
正
す
る
た
め
次
に
「
法
界
縁
起
章
」
が
『
探
玄
記
』
の
「
縁
起
相

由
」
を
改
訂
す
る
た
め
の
下
書
き
と
し
て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、『
探
玄
記
』
は
「
十
世
章
」、「
三
宝
章
」
に
つ

い
て
は
説
明
を
『
三
宝
章
』
に
譲
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
法
界
縁
起
章
」
は
そ
こ
に
譲
ら
ず
『
探
玄
記
』
で
も
う
一
度
書
き

改
め
て
い
る
。
そ
れ
に
対
す
る
思
想
展
開
上
か
ら
の
理
由
と
し
て
筆
者
は
、
絶
対
の
事
と
し
て
現
さ
れ
る
べ
き
「
法
界
縁
起
章
」
に

僅
か
な
が
ら
法
性
融
通
が
混
入
し
て
し
ま
っ
て
い
た
か
ら
、
つ
ま
り
絶
対
の
事
の
徹
底
が
為
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考

え
る
。

そ
の
痕
跡
は
以
下
の
三
箇
所
に
確
認
で
き
る
。
第
一
に
は
、
縁
起
互
異
門
（
異
体
門
）
の
諸
縁
相
奪
体
無
体
（
相
即
）
の
項
の
、

「
無
性
─
所
成
」、「
無
性
─
有
体
」
の
対
応
に
よ
る
釈
中
で
使
用
さ
れ
る
「
無
性
」
で
あ
る
（
大
正
四
五
・
六
二
〇
上
。
な
お
『
五
教

章
』
で
も
同
じ
対
応
に
よ
る
釈
が
為
さ
れ
て
い
る
。
鎌
田
茂
雄
『
華
厳
五
教
章
』
二
五
〇
頁
／
大
正
四
五
・
五
〇
三
中
）。
第
二
に
は
、
諸
縁
互

応
門
（
同
体
門
）
の
互
相
形
奪
体
無
体
（
相
即
）
の
項
の
、
無
性
と
成
と
の
対
応
に
よ
る
釈
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
無
性
」（
大
正

四
五
・
六
二
〇
中
～
下
）。
第
三
に
は
、
応
異
無
礙
相
辨
同
体
異
体
門
（
同
体
異
体
の
相
辨
）
の
中
で
の
四
句
に
よ
る
釈
中
の
第
二
句

二
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「
二
に
或
い
は
全
体
是
れ
同
な
り
て
、
亦
た
入
即
倶
に
具
う
。
法
融
通
し
て
各
ゝ
全
摂
す
る
を
以
て
の
故
な
り
。」
の
中
で
用
い
ら
れ

て
い
る
「
法
融
通
」（
同
・
六
二
〇
下
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
つ
は
本
篇
（
上
）
で
確
認
し
た
よ
う
に
『
探
玄
記
』
で
は
全
て
改
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
右
で
挙
げ
た
「
法
界
縁
起

章
」
の
三
つ
の
語
句
の
う
ち
最
後
の
「
法
融
通
」
は
、
前
後
の
文
脈
か
ら
「
事
法
の
融
通
」
の
意
味
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
こ
れ
ら
を
削
除
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
が
「
法
性
融
通
」
を
連
想
さ
せ
、
そ
の
混
入
に
対
す
る
誤
解
を
避
け
る

た
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
『
探
玄
記
』
所
説
の
縁
起
相
由
の
中
で
「
性
」
に
言
及
す
る
の
は
、
異
体
門
の
「
体
用
双
融
」
で
六
句
を
以
て
釈
す
る
中
の

第
六
句
で
、

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
じ
て
絶
待
離
言
な
り
て
性
海
に
冥
同
す
。	

（
大
正
三
五
・
一
二
四
中
）

と
あ
る
中
の
「
性
海
」
の
一
回
の
み
で
あ
る
。「
性
海
」
と
は
果
分
不
可
説
の
境
界
（
性
海
果
分
）
を
意
味
し
、「
離
言
」
と
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
事
相
と
法
性
の
融
通
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
語
は
法
蔵
の
思
想
展
開
に
於
け
る
重
要
な
語
句
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
後
の
④
に
て
詳
述
し
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
『
探
玄
記
』
で
の
改
訂
の
要
点
は
法
性
融
通
が
混
入
す
る
こ
と
の
徹
底
的
な
排
除
、
絶
対
の
事
の
立
場
を
徹
底
す

る
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。

一
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の
う
ち
最
後
の
「
法
融
通
」
は
、
前
後
の
文
脈
か
ら
「
事
法
の
融
通
」
の
意
味
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
こ
れ
ら
を
削
除
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
が
「
法
性
融
通
」
を
連
想
さ
せ
、
そ
の
混
入
に
対
す
る
誤
解
を
避
け
る

た
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
『
探
玄
記
』
所
説
の
縁
起
相
由
の
中
で
「
性
」
に
言
及
す
る
の
は
、
異
体
門
の
「
体
用
双
融
」
で
六
句
を
以
て
釈
す
る
中
の

第
六
句
で
、

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
じ
て
絶
待
離
言
な
り
て
性
海
に
冥
同
す
。	

（
大
正
三
五
・
一
二
四
中
）

と
あ
る
中
の
「
性
海
」
の
一
回
の
み
で
あ
る
。「
性
海
」
と
は
果
分
不
可
説
の
境
界
（
性
海
果
分
）
を
意
味
し
、「
離
言
」
と
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
事
相
と
法
性
の
融
通
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
語
は
法
蔵
の
思
想
展
開
に
於
け
る
重
要
な
語
句
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
後
の
④
に
て
詳
述
し
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
『
探
玄
記
』
で
の
改
訂
の
要
点
は
法
性
融
通
が
混
入
す
る
こ
と
の
徹
底
的
な
排
除
、
絶
対
の
事
の
立
場
を
徹
底
す

る
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。

一
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③
　
十
由
の
構
造
へ
の
復
帰

こ
の
こ
と
は
「
法
界
縁
起
章
」
の
構
成
に
つ
い
て
も
い
え
る
。「
法
界
縁
起
章
」
の
四
門
の
中
に
は
「
縁
性
双
顕
門
」
と
い
う
、

右
に
考
察
し
た
混
入
を
示
す
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
『
探
玄
記
』
が
縁
起
相
由
の
説
明
を
「
法
界
縁
起
章
」

に
譲
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
四
門
の
構
成
に
も
従
う
こ
と
に
な
る
た
め
、『
探
玄
記
』
で
は
ど
う
し
て
も
こ
れ
を
改
め
る
必
要
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
『
探
玄
記
』
の
構
造
は
『
旨
帰
』
の
「
十
由
」
に
復
帰
す
る
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
構
成
は
『
旨
帰
』
に
範
を

取
っ
た
と
は
い
え
、
肝
心
な
点
が
大
き
く
改
変
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
『
探
玄
記
』
で
の
「
体
用
双
融
」
に
於
け
る
六
句
の
釈
で
あ

る
。
こ
れ
は
重
要
な
改
変
で
あ
る
た
め
、
項
を
改
め
て
詳
し
く
考
察
し
て
い
き
た
い
。

④
　
第
六
句
の
改
変
に
見
る
思
想
展
開

も
う
一
つ
思
想
形
成
か
ら
の
改
変
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、『
探
玄
記
』
で
双
融
が
示
さ
れ
る
三
つ
の
項
目
、
即
ち
三
、
同
体

と
異
体
の
無
礙
、
六
、
異
体
門
の
体
と
用
と
の
双
融
、
九
、
同
体
門
の
体
と
用
と
の
無
礙
で
示
さ
れ
る
六
句
の
分
別
を
用
い
た
解
釈

の
修
正
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
中
で
九
、
同
体
門
の
体
用
無
礙
の
項
で
の
釈
は
六
の
異
体
門
に
説
明
を
譲
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
両
者
の
内
容
は
同
じ
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
三
、
同
体
・
異
体
の
「
倶
存
無
礙
義
」
で
述
べ
ら
れ
る
六
句
は
次
図
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
原
文
は
（
上
）

の
、
三
の
③
参
照
）。

一



� 67法蔵華厳思想に於ける縁起相由の研究 ─ 『華厳経探玄記』篇（下）、及び総結（舘野）

〈
図
五
〉『
探
玄
記
』
の
三
、
倶
存
無
礙
義
で
の
六
句
の
釈

一
、
挙
体
全
住
（
異
体
に
当
た
る
）

二
、
挙
体
遍
応
（
同
体
に
当
た
る
）

三
、
倶
存

四
、
双
泯

五
、
総
合

六
、
全
離

こ
れ
を
六
の
異
体
門
で
の
体
用
双
融
の
六
句
と
対
比
す
る
と
、
全
く
同
じ
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
様
の
解
釈
が
為
さ
れ

て
お
り
、『
探
玄
記
』
で
の
同
体
・
異
体
の
倶
存
、
異
体
門
の
体
用
双
融
、
同
体
門
の
倶
用
無
礙
の
三
門
に
対
す
る
解
釈
の
姿
勢
は

等
し
い
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。

こ
の
中
で
特
に
同
体
門
と
異
体
門
の
倶
存
無
礙
義
で
の
六
句
の
内
容
は
、
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
が
無
礙
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
る
も
の
で
あ
り
、
何
か
一
つ
の
在
り
方
を
述
べ
た
項
目
で
は
な
く
、
大
き
く
縁
起
相
由
全
体
の
有
り
様
を
解
釈
し
た
も
の
と
見
做

す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
殊
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
重
要
な
箇
所
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
の
三
項
の
中

で
最
も
詳
し
く
釈
さ
れ
て
い
る
異
体
門
の
「
体
用
双
融
」
で
述
べ
ら
れ
る
六
句
に
よ
る
解
釈
を
「
法
界
縁
起
章
」
と
比
較
さ
せ
て
検

討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
『
探
玄
記
』
の
記
述
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一
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〈
図
五
〉『
探
玄
記
』
の
三
、
倶
存
無
礙
義
で
の
六
句
の
釈

一
、
挙
体
全
住
（
異
体
に
当
た
る
）

二
、
挙
体
遍
応
（
同
体
に
当
た
る
）

三
、
倶
存

四
、
双
泯

五
、
総
合

六
、
全
離

こ
れ
を
六
の
異
体
門
で
の
体
用
双
融
の
六
句
と
対
比
す
る
と
、
全
く
同
じ
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
様
の
解
釈
が
為
さ
れ

て
お
り
、『
探
玄
記
』
で
の
同
体
・
異
体
の
倶
存
、
異
体
門
の
体
用
双
融
、
同
体
門
の
倶
用
無
礙
の
三
門
に
対
す
る
解
釈
の
姿
勢
は

等
し
い
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。

こ
の
中
で
特
に
同
体
門
と
異
体
門
の
倶
存
無
礙
義
で
の
六
句
の
内
容
は
、
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
が
無
礙
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
る
も
の
で
あ
り
、
何
か
一
つ
の
在
り
方
を
述
べ
た
項
目
で
は
な
く
、
大
き
く
縁
起
相
由
全
体
の
有
り
様
を
解
釈
し
た
も
の
と
見
做

す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
殊
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
重
要
な
箇
所
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
の
三
項
の
中

で
最
も
詳
し
く
釈
さ
れ
て
い
る
異
体
門
の
「
体
用
双
融
」
で
述
べ
ら
れ
る
六
句
に
よ
る
解
釈
を
「
法
界
縁
起
章
」
と
比
較
さ
せ
て
検

討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
『
探
玄
記
』
の
記
述
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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六
体
用
双
融
義
、
謂
諸
縁
起
法
要
力
用
交
渉
全
体
融
合
方
成
縁
起
。
是
故
円
通
亦
有
六
句
。
一
以
体
無
不
用
故
挙
体
全
用
。
即

唯
有
相
入
無
相
即
義
。

二
以
用
無
不
体
故
、
即
唯
有
相
即
無
相
入
也
。

三
帰
体
之
用
不
礙
用
、
全
用
之
体
不
失
体
。
是
即
無
礙
双
存
、
亦
入
亦
即
自
在
倶
現
。

四
全
用
之
体
体
泯
、
全
体
之
用
用
亡
。
非
即
非
入
円
融
一
味
。

五
合
前
四
句
、
同
一
縁
起
、
無
礙
倶
存
。

六
泯
前
五
句
、
絶
待
離
言
、
冥
同
性
海
。

此
上
三
門
、
於
初
異
体
門
、
顕
義
理
竟
。	

（
大
正
三
五
・
一
二
四
中
～
下
）

（
六
に
体
用
双
融
の
義
と
は
、
諸
ゝ
の
縁
起
の
法
は
要
ず
力
用
交
渉
し
全
体
融
合
し
て
方
に
縁
起
を
成
ず
る
を
謂
う
も
の
な
り
。

是
の
故
に
円
通
に
し
て
亦
た
六
句
有
り
。
一
に
は
体
に
し
て
用
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
に
挙
体
全
用
な
る
も
の
な

り
。
即
ち
唯
だ
相
入
の
み
有
り
て
相
即
の
義
無
し
。

二
に
は
用
に
し
て
体
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
に
、
即
ち
唯
だ
相
即
の
み
有
り
て
相
入
無
し
な
り
。

三
に
は
帰
体
の
用
は
用
を
礙
げ
ず
、
全
用
の
体
は
体
を
失
は
ざ
る
も
の
な
り
。
是
れ
即
ち
礙
ぐ
る
こ
と
無
く
双
つ
な
が
ら
存
し
、

亦
た
入
亦
た
即
に
し
て
自
在
に
倶
現
す
。

四
に
は
全
用
の
体
は
体
泯
じ
、
全
体
の
用
は
用
亡
ず
る
も
の
な
り
。
非
即
非
入
に
し
て
円
融
一
味
な
り
。

五
に
は
前
の
四
句
を
合
す
る
、
同
一
縁
起
な
る
も
の
に
し
て
、
無
礙
倶
存
な
り
。

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
ず
る
、
絶
待
離
言
な
る
も
の
に
し
て
、
性
海
に
冥
同
す
。

此
の
上
の
三
門
は
、
初
の
異
体
門
に
於
い
て
、
義
理
を
顕
わ
す
こ
と
竟
れ
り
。）

一
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一
方
、「
法
界
縁
起
章
」
で
は
、
三
「
体
用
双
融
有
無
門
」
の
六
句
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

三
体
用
双
融
有
無
門
者
、
有
六
句
。
一
以
体
無
不
用
故
、
挙
体
全
用
。
即
唯
用
而
無
体
。
但
有
相
入
無
相
即
故
。

二
以
用
無
不
体
故
、
全
用
帰
体
。
唯
体
而
無
用
。
但
有
相
即
無
相
入
也
。

三
帰
体
之
用
、
不
礙
其
用
、
全
用
之
体
、
不
失
其
体
。
是
故
体
用
不
礙
双
存
、
即
亦
入
亦
即
、
無
有
障
礙
鎔
融
自
在
。

四
全
用
之
体
体
泯
、
全
体
之
用
用
亡
。
是
則
体
用
交
徹
形
奪
両
非
。
即
入
同
源
円
融
一
味
。

五
合
前
四
句
、
同
一
縁
起
、
無
礙
倶
存
。

六
泯
前
五
句
、
絶
待
離
言
、
応
可
去
情
如
理
思
摂
。	

（
大
正
四
五
・
六
二
〇
上
～
中
）

（
三
に
体
用
双
融
有
無
門
と
は
、
六
句
有
り
。
一
に
は
体
に
し
て
用
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
に
、
挙
体
全
用
な
る

も
の
な
り
。
即
ち
唯
だ
用
の
み
に
し
て
無
体
な
り
。
但
だ
相
入
の
み
有
り
て
相
即
無
き
が
故
な
り
。

二
に
は
用
に
し
て
体
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
に
、
全
用
帰
体
な
る
も
の
な
り
。
唯
だ
体
の
み
に
し
て
用
無
き
な
り
。

但
だ
相
即
の
み
有
り
て
相
入
無
き
な
り
。

三
に
は
帰
体
の
用
、
其
の
用
を
礙
げ
ず
、
全
用
の
体
、
其
の
体
を
失
わ
ざ
る
も
の
な
り
。
是
の
故
に
体
用
礙
げ
ず
し
て
双
つ
な

が
ら
存
し
、
即
ち
亦
た
入
亦
た
即
に
し
て
、
障
礙
有
る
こ
と
無
く
鎔
融
自
在
な
り
。

四
に
は
全
用
の
体
は
体
泯
じ
、
全
体
の
用
は
用
亡
ず
る
も
の
な
り
。
是
れ
則
ち
体
用
交
徹
し
形
奪
し
て
両
つ
な
が
ら
非
な
り
。

即
入
同
源
に
し
て
円
融
一
味
な
り
。

五
に
は
前
の
四
句
を
合
す
る
、
同
一
縁
起
な
る
も
の
に
し
て
、
無
礙
倶
存
な
り
。

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
ず
る
、
絶
待
離
言
な
る
も
の
に
し
て
、
応
に
情
を
去
り
て
理
の
如
く
思
う
べ
き
の
摂
な
り
。）

一
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一
方
、「
法
界
縁
起
章
」
で
は
、
三
「
体
用
双
融
有
無
門
」
の
六
句
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

三
体
用
双
融
有
無
門
者
、
有
六
句
。
一
以
体
無
不
用
故
、
挙
体
全
用
。
即
唯
用
而
無
体
。
但
有
相
入
無
相
即
故
。

二
以
用
無
不
体
故
、
全
用
帰
体
。
唯
体
而
無
用
。
但
有
相
即
無
相
入
也
。

三
帰
体
之
用
、
不
礙
其
用
、
全
用
之
体
、
不
失
其
体
。
是
故
体
用
不
礙
双
存
、
即
亦
入
亦
即
、
無
有
障
礙
鎔
融
自
在
。

四
全
用
之
体
体
泯
、
全
体
之
用
用
亡
。
是
則
体
用
交
徹
形
奪
両
非
。
即
入
同
源
円
融
一
味
。

五
合
前
四
句
、
同
一
縁
起
、
無
礙
倶
存
。

六
泯
前
五
句
、
絶
待
離
言
、
応
可
去
情
如
理
思
摂
。	

（
大
正
四
五
・
六
二
〇
上
～
中
）

（
三
に
体
用
双
融
有
無
門
と
は
、
六
句
有
り
。
一
に
は
体
に
し
て
用
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
に
、
挙
体
全
用
な
る

も
の
な
り
。
即
ち
唯
だ
用
の
み
に
し
て
無
体
な
り
。
但
だ
相
入
の
み
有
り
て
相
即
無
き
が
故
な
り
。

二
に
は
用
に
し
て
体
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
に
、
全
用
帰
体
な
る
も
の
な
り
。
唯
だ
体
の
み
に
し
て
用
無
き
な
り
。

但
だ
相
即
の
み
有
り
て
相
入
無
き
な
り
。

三
に
は
帰
体
の
用
、
其
の
用
を
礙
げ
ず
、
全
用
の
体
、
其
の
体
を
失
わ
ざ
る
も
の
な
り
。
是
の
故
に
体
用
礙
げ
ず
し
て
双
つ
な

が
ら
存
し
、
即
ち
亦
た
入
亦
た
即
に
し
て
、
障
礙
有
る
こ
と
無
く
鎔
融
自
在
な
り
。

四
に
は
全
用
の
体
は
体
泯
じ
、
全
体
の
用
は
用
亡
ず
る
も
の
な
り
。
是
れ
則
ち
体
用
交
徹
し
形
奪
し
て
両
つ
な
が
ら
非
な
り
。

即
入
同
源
に
し
て
円
融
一
味
な
り
。

五
に
は
前
の
四
句
を
合
す
る
、
同
一
縁
起
な
る
も
の
に
し
て
、
無
礙
倶
存
な
り
。

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
ず
る
、
絶
待
離
言
な
る
も
の
に
し
て
、
応
に
情
を
去
り
て
理
の
如
く
思
う
べ
き
の
摂
な
り
。）
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右
の
『
探
玄
記
』
と
「
法
界
縁
起
章
」
の
対
応
関
係
は
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

〈
図
六
〉「
法
界
縁
起
章
」「
体
用
双
融
有
無
門
」
の
六
句
と
『
探
玄
記
』「
体
用
双
融
」
の
六
句
と
の
対
比

　「
法
界
縁
起
章
」	

　『
探
玄
記
』

一
、
挙
体
全
用
（
唯
用
）	

一
、
挙
体
全
用

二
、
用
無
不
体
（
唯
体
）	

二
、
用
無
不
体

三
、
体
用
不
礙
双
存	

三
、
体
用
無
礙
双
存

四
、
体
用
交
徹
円
融
一
味	

四
、
非
即
非
入
円
融
一
味

五
、
同
一
縁
起
無
礙
倶
存
（
前
四
句
を
合
す
る
）	

五
、
同
一
縁
起
無
礙
倶
存
（
前
四
句
を
合
す
る
）

六
、
絶
待
離
言
、
応
可
去
情
如
理
思
摂	

六
、
絶
待
離
言
、
性
海
冥
同

こ
の
中
の
第
五
句
は
双
方
と
も
全
く
同
文
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
前
四
句
に
於
け
る
体
・
用
の
四
つ
の
在
り
方
を
合
す
る
縁
起
の
有

り
様
が
示
さ
れ
、
こ
れ
が
同
体
・
異
体
の
六
句
に
も
通
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
第
五
句
は
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
の
四
つ

の
在
り
方
を
全
て
合
す
る
と
い
う
、「
縁
起
相
由
」
の
内
容
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
の
第
六
句
は
、「
法
界
縁
起
章
」
で
は
（
書
き
下
し
傍
線
部
）、

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
ず
る
、
絶
待
離
言
な
る
も
の
に
し
て
、
応
に
情
を
去
り
て
理
の
如
く
思
う
べ
き
の
摂
な
り
。

一
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と
さ
れ
、
こ
の
後
半
が
『
五
教
章
』
に
通
じ
て
い
る
一
文
で
あ
る
こ
と
は
（
上
）
で
考
察
し
た
通
り
で
あ
る
。『
探
玄
記
』
で
は
（
書

き
下
し
傍
線
部
）、

六
に
は
前
五
句
を
泯
ず
る
、
絶
待
離
言
な
る
も
の
に
し
て
、
性
海
に
冥
同
す
。

と
さ
れ
、
前
半
は
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
後
半
が
「
絶
対
離
言
、
冥
同
性
海
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
探
玄
記
』

で
は
、「
法
界
縁
起
章
」
で
の
「
理
の
如
く
思
う
」
と
い
う
状
態
が
超
克
さ
れ
た
、「
性
海
に
冥
同
す
る
」
と
い
う
表
現
に
改
め
ら
れ
、

絶
対
離
言
の
境
界
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
絶
対
離
言
、
冥
同
性
海
」
は
不
可
説
、
性
海
果
分
に
通
じ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
を
縁
起
因
分
・
性
海
果
分
無
二
の
在
り
方
か
ら
類
推
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
果
分
不
可
説
の
境
界
と
し
て
第
五

句
に
示
さ
れ
る
「
同
一
縁
起
無
礙
倶
存
」
の
縁
起
相
由
の
世
界
、
つ
ま
り
化
他
・
化
導
と
し
て
の
縁
起
因
分
の
世
界
が
成
立
す
る
、

と
い
う
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
第
五
・
六
句
か
ら
考
え
ら
れ
る
（
３
）。

加
え
て
こ
の
よ
う
な
構
成
は
、
十
由
に
於
け
る
「
仏
の
力
」
と
い
う
原
因
に
よ
っ
て
法
相
円
融
が
成
立
す
る
、
と
い
う
在
り
方
に

通
じ
て
い
る
。『
探
玄
記
』
に
於
い
て
こ
の
十
由
の
構
成
に
立
ち
戻
っ
た
理
由
は
、
こ
の
よ
う
な
「
冥
同
性
海
」
の
徹
底
と
い
う
法

蔵
自
身
の
思
想
展
開
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
「
法
界
縁
起
章
」
を
書
き
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
大

き
な
理
由
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

二
二
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と
さ
れ
、
こ
の
後
半
が
『
五
教
章
』
に
通
じ
て
い
る
一
文
で
あ
る
こ
と
は
（
上
）
で
考
察
し
た
通
り
で
あ
る
。『
探
玄
記
』
で
は
（
書

き
下
し
傍
線
部
）、

六
に
は
前
五
句
を
泯
ず
る
、
絶
待
離
言
な
る
も
の
に
し
て
、
性
海
に
冥
同
す
。

と
さ
れ
、
前
半
は
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
後
半
が
「
絶
対
離
言
、
冥
同
性
海
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
探
玄
記
』

で
は
、「
法
界
縁
起
章
」
で
の
「
理
の
如
く
思
う
」
と
い
う
状
態
が
超
克
さ
れ
た
、「
性
海
に
冥
同
す
る
」
と
い
う
表
現
に
改
め
ら
れ
、

絶
対
離
言
の
境
界
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
絶
対
離
言
、
冥
同
性
海
」
は
不
可
説
、
性
海
果
分
に
通
じ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
を
縁
起
因
分
・
性
海
果
分
無
二
の
在
り
方
か
ら
類
推
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
果
分
不
可
説
の
境
界
と
し
て
第
五

句
に
示
さ
れ
る
「
同
一
縁
起
無
礙
倶
存
」
の
縁
起
相
由
の
世
界
、
つ
ま
り
化
他
・
化
導
と
し
て
の
縁
起
因
分
の
世
界
が
成
立
す
る
、

と
い
う
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
第
五
・
六
句
か
ら
考
え
ら
れ
る
（
３
）。

加
え
て
こ
の
よ
う
な
構
成
は
、
十
由
に
於
け
る
「
仏
の
力
」
と
い
う
原
因
に
よ
っ
て
法
相
円
融
が
成
立
す
る
、
と
い
う
在
り
方
に

通
じ
て
い
る
。『
探
玄
記
』
に
於
い
て
こ
の
十
由
の
構
成
に
立
ち
戻
っ
た
理
由
は
、
こ
の
よ
う
な
「
冥
同
性
海
」
の
徹
底
と
い
う
法

蔵
自
身
の
思
想
展
開
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
「
法
界
縁
起
章
」
を
書
き
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
大

き
な
理
由
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

二
二
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結
論①

　
法
蔵
の
思
想
的
立
場
の
終
局

「
法
界
縁
起
章
」
は
、
絶
対
の
事
の
世
界
に
法
性
融
通
が
混
入
し
て
い
る
と
見
做
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
と
い
う
こ
と
や
、
直
前
で

調
査
し
た
よ
う
に
、
第
六
句
の
「
理
の
如
く
思
う
」
と
い
う
部
分
が
、『
探
玄
記
』
で
は
「
性
海
に
冥
同
す
る
」
と
い
う
一
文
に
改

変
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
法
界
縁
起
章
」
の
時
点
で
の
法
蔵
に
は
、
絶
対
離
言
の
境
界
を
「
理
の
如
く
思
う
」
と
い
っ
た
、
い

ま
だ
向
下
門
、
仏
性
現
起
と
し
て
の
性
起
の
立
場
が
徹
底
し
て
い
な
い
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
『
探
玄
記
』
に
於
い
て
は
法
性
融
通
の
名
残
り
を
払
拭
す
る
な
ど
の
細
か
い
改
訂
を
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
十
由

の
第
七
に
「
果
徳
円
極
故
」
を
新
設
し
て
い
る
こ
と
、
第
六
句
で
「
冥
同
性
海
」
へ
の
改
変
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
十
由
の
構
成
に

帰
っ
て
い
る
こ
と
と
い
っ
た
諸
点
か
ら
、
法
蔵
は
「
法
界
縁
起
章
」
以
後
「
性
海
に
冥
同
す
る
」
と
い
う
境
界
、
絶
対
の
事
の
境
界

の
徹
底
が
な
さ
れ
、
こ
の
思
想
的
展
開
に
よ
っ
て
「
法
界
縁
起
章
」
で
の
縁
起
相
由
の
内
容
を
改
訂
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

法
蔵
は
ま
ず
、『
五
教
章
』
で
向
上
門
に
身
を
置
き
華
厳
別
教
の
事
即
絶
対
の
み
自
ら
の
立
場
と
し
た
こ
と
か
ら
展
開
し
て
い
き
、

向
下
門
・
性
起
門
の
立
場
を
徹
底
し
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
先
の
六
句
の
分
別
で
い
う
な
ら
ば
、
第
六
句
の
性
海
が
、
即
、
第

五
句
の
縁
起
の
世
界
と
し
て
顕
現
し
、
そ
の
中
に
第
一
句
か
ら
第
四
句
ま
で
に
示
し
た
一
切
の
在
り
方
が
成
立
し
て
い
る
世
界
観
で

あ
り
、
簡
略
に
言
え
ば
、
性
海
即
一
切
と
い
う
性
起
の
境
界
で
あ
り
、
法
蔵
は
こ
の
境
界
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
法

蔵
華
厳
思
想
形
成
の
終
局
を
見
る
の
で
あ
る
。

二
二
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②
　「
縁
起
相
由
」
と
「
法
性
融
通
」
の
並
記
に
つ
い
て

『
探
玄
記
』
で
『
華
厳
経
』
の
経
文
に
対
す
る
解
釈
が
為
さ
れ
て
行
く
第
十
「
随
文
解
釈
」
の
中
で
は
、
た
び
た
び
「
縁
起
相
由
」

と
「
法
性
融
通
」
が
並
び
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
巻
四
「
光
明
覚
品
」
の
釈
中
（
大
正
三
五
・
一
七
三
下
）
で
、
経
文
が
異
体
即
入

と
同
体
即
入
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
と
解
釈
し
、
縁
起
相
由
門
と
法
性
融
通
門
と
の
二
門
を
挙
げ
て
無
礙
の
論
証
に
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
記
述
が
存
在
す
る
理
由
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、「
縁
起
相
由
」
と
「
法
性
融
通
」
は
双
方
と
も
性
海
果
分
と
い
う
境
界
、

あ
る
い
は
十
由
で
の
「
仏
の
力
」、
に
於
い
て
成
立
し
て
い
る
縁
起
と
し
て
同
列
で
あ
る
が
、「
縁
起
相
由
」
は
華
厳
の
絶
対
の
事
の

縁
起
を
直
接
表
現
し
た
も
の
、「
法
性
融
通
」
は
化
他
・
化
導
を
主
と
し
て
相
対
表
現
を
以
て
表
さ
れ
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
前
者
は
一
乗
を
直
顕
す
る
法
門
、
後
者
は
三
乗
寄
顕
の
法
門
に
当
て
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
両
門
の
立
場
が
明
ら
か
に
さ

れ
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
が
性
海
果
分
に
於
け
る
顕
現
で
あ
る
と
い
う
境
界
と
が
相
俟
っ
て
、
華
厳
の
縁
起
と
し
て
『
探
玄
記
』
で
は
こ

の
二
門
が
並
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
法
蔵
に
よ
っ
て
完
成
し
た
『
探
玄
記
』
の
「
縁
起
相
由
力
故
」
の
構
成
を
図
示
し
て
お
き
た
い
。

〈
図
七
〉『
探
玄
記
』「
縁
起
相
由
故
」
の
構
成

縁
起
本
法

一
、
諸
縁
各
異
義
（
異
体
）

二
、
互
遍
相
資
義
（
同
体
）

三
、
倶
存
無
礙
義
（
同
体
異
体
双
融
）

二
三
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②
　「
縁
起
相
由
」
と
「
法
性
融
通
」
の
並
記
に
つ
い
て

『
探
玄
記
』
で
『
華
厳
経
』
の
経
文
に
対
す
る
解
釈
が
為
さ
れ
て
行
く
第
十
「
随
文
解
釈
」
の
中
で
は
、
た
び
た
び
「
縁
起
相
由
」

と
「
法
性
融
通
」
が
並
び
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
巻
四
「
光
明
覚
品
」
の
釈
中
（
大
正
三
五
・
一
七
三
下
）
で
、
経
文
が
異
体
即
入

と
同
体
即
入
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
と
解
釈
し
、
縁
起
相
由
門
と
法
性
融
通
門
と
の
二
門
を
挙
げ
て
無
礙
の
論
証
に
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
記
述
が
存
在
す
る
理
由
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、「
縁
起
相
由
」
と
「
法
性
融
通
」
は
双
方
と
も
性
海
果
分
と
い
う
境
界
、

あ
る
い
は
十
由
で
の
「
仏
の
力
」、
に
於
い
て
成
立
し
て
い
る
縁
起
と
し
て
同
列
で
あ
る
が
、「
縁
起
相
由
」
は
華
厳
の
絶
対
の
事
の

縁
起
を
直
接
表
現
し
た
も
の
、「
法
性
融
通
」
は
化
他
・
化
導
を
主
と
し
て
相
対
表
現
を
以
て
表
さ
れ
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
前
者
は
一
乗
を
直
顕
す
る
法
門
、
後
者
は
三
乗
寄
顕
の
法
門
に
当
て
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
両
門
の
立
場
が
明
ら
か
に
さ

れ
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
が
性
海
果
分
に
於
け
る
顕
現
で
あ
る
と
い
う
境
界
と
が
相
俟
っ
て
、
華
厳
の
縁
起
と
し
て
『
探
玄
記
』
で
は
こ

の
二
門
が
並
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
法
蔵
に
よ
っ
て
完
成
し
た
『
探
玄
記
』
の
「
縁
起
相
由
力
故
」
の
構
成
を
図
示
し
て
お
き
た
い
。

〈
図
七
〉『
探
玄
記
』「
縁
起
相
由
故
」
の
構
成

縁
起
本
法

一
、
諸
縁
各
異
義
（
異
体
）

二
、
互
遍
相
資
義
（
同
体
）

三
、
倶
存
無
礙
義
（
同
体
異
体
双
融
）

二
三
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異
体
門四

、
異
門
相
入
義
（
異
体
相
入
）

五
、
異
体
相
即
義
（
異
体
相
即
）

六
、
体
用
双
融
義
（
体
用
双
融
）

同
体
門七

、
同
体
相
入
義
（
同
体
相
即
）

八
、
同
体
相
即
義
（
同
体
相
入
）

九
、
倶
融
無
礙
義
（
体
用
双
融
）

同
体
異
体
無
礙

十
、
同
異
円
備
義
（
同
体
異
体
双
融
）

総
結

本
稿
は
法
蔵
の
華
厳
思
想
の
形
成
過
程
を
逐
う
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
う
ち
縁
起
相
由
に
つ
い
て
、
註
（
１
）
に

記
し
た
各
稿
に
て
法
蔵
が
華
厳
思
想
を
説
い
た
四
つ
の
著
作
に
於
け
る
内
容
を
対
比
調
査
し
て
き
た
最
後
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
こ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
考
察
全
体
を
総
結
と
し
て
記
し
て
お
き
た
い
。

法
蔵
が
華
厳
思
想
を
表
明
し
た
著
作
全
て
で
縁
起
相
由
は
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
全
て
で
内
容
が
異
な
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
筆
者
は
最
晩
年
ま
で
改
訂
が
為
さ
れ
た
『
探
玄
記
』
に
至
る
、
法
蔵
に
於
け
る
華
厳
思
想
の
追
究
の
跡
、
思
想
展

開
の
軌
跡
と
し
て
捉
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
著
作
ご
と
に
縁
起
相
由
の
内
容
が
異
な
っ
て
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
対
機
の
た
め
に

二
二
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説
相
を
変
え
た
故
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
拙
稿
で
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
性
に
つ
い
て
調

査
し
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
な
お
、
こ
の
思
想
形
成
と
い
う
観
点
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
鎌
田
茂
雄

氏
が
、法

蔵
の
思
想
は
通
常
果
上
現
の
法
門
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
仏
陀
・
華
厳
の
立
場
に
た
っ
て
展
開
し
た
も
の
で
あ
り
、
海
印
三

昧
に
住
し
た
仏
の
自
覚
内
容
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
終
教
的
な
立
場
を
超
え
て
、
華
厳
別
教
の
立
場
に
た
と

う
と
し
た
。
た
と
え
ば
彼
が
『
探
玄
記
』
の
な
か
で
十
玄
門
を
新
た
に
組
織
す
る
に
さ
い
し
て
は
、
智
儼
の
『
十
玄
門
』
や
、

法
蔵
の
若
き
時
代
の
著
作
で
あ
る
『
五
教
章
』
の
十
玄
門
の
唯
心
廻
転
善
成
門
を
捨
て
去
っ
た
如
き
で
あ
る
。

	

（『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
一
三
五
頁
）

と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
ま
ず
註（
１
）に
列
挙
し
た
各
拙
稿
を
振
り
返
っ
て
、
そ
の
要
点
の
み
を
簡
略
に
ま
と
め
て
い
く
。

①
『
五
教
章
（
４
）』

ま
ず
『
華
厳
五
教
章
』
で
は
、「
縁
起
相
由
」
の
語
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
義
理
分
斉
」
第
九
が
四
門
に
分
け
ら
れ
る
中
の
第

三
「
十
玄
縁
起
無
礙
法
門
義
」
の
「
以
喩
略
示
」
に
て
、
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
華
厳
別
教

の
分
斉
と
さ
れ
、
理
性
等
の
介
入
を
排
除
し
た
絶
対
の
事
を
説
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
こ
れ
も
『
五
教
章
』
よ
り
後
に

名
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
「
法
性
融
通
」
は
相
性
通
融
な
ど
と
し
て
「
三
性
同
異
義
」
第
二
で
示
さ
れ
、
自
身
が
立
脚
す
る
華
厳

二
一
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説
相
を
変
え
た
故
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
拙
稿
で
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
性
に
つ
い
て
調

査
し
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
な
お
、
こ
の
思
想
形
成
と
い
う
観
点
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
鎌
田
茂
雄

氏
が
、法

蔵
の
思
想
は
通
常
果
上
現
の
法
門
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
仏
陀
・
華
厳
の
立
場
に
た
っ
て
展
開
し
た
も
の
で
あ
り
、
海
印
三

昧
に
住
し
た
仏
の
自
覚
内
容
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
終
教
的
な
立
場
を
超
え
て
、
華
厳
別
教
の
立
場
に
た
と

う
と
し
た
。
た
と
え
ば
彼
が
『
探
玄
記
』
の
な
か
で
十
玄
門
を
新
た
に
組
織
す
る
に
さ
い
し
て
は
、
智
儼
の
『
十
玄
門
』
や
、

法
蔵
の
若
き
時
代
の
著
作
で
あ
る
『
五
教
章
』
の
十
玄
門
の
唯
心
廻
転
善
成
門
を
捨
て
去
っ
た
如
き
で
あ
る
。

	

（『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
一
三
五
頁
）

と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
ま
ず
註（
１
）に
列
挙
し
た
各
拙
稿
を
振
り
返
っ
て
、
そ
の
要
点
の
み
を
簡
略
に
ま
と
め
て
い
く
。

①
『
五
教
章
（
４
）』

ま
ず
『
華
厳
五
教
章
』
で
は
、「
縁
起
相
由
」
の
語
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
義
理
分
斉
」
第
九
が
四
門
に
分
け
ら
れ
る
中
の
第

三
「
十
玄
縁
起
無
礙
法
門
義
」
の
「
以
喩
略
示
」
に
て
、
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
華
厳
別
教

の
分
斉
と
さ
れ
、
理
性
等
の
介
入
を
排
除
し
た
絶
対
の
事
を
説
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
こ
れ
も
『
五
教
章
』
よ
り
後
に

名
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
「
法
性
融
通
」
は
相
性
通
融
な
ど
と
し
て
「
三
性
同
異
義
」
第
二
で
示
さ
れ
、
自
身
が
立
脚
す
る
華
厳

二
一
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別
教
一
乗
の
分
斉
と
は
明
確
に
一
線
を
画
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
自
身
が
別
教
一
乗
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
は
、
巻
頭
に
て
華
厳
別

教
を
因
分
・
果
分
に
分
け
る
と
し
た
言
葉
を
、
再
び
こ
の
「
十
玄
縁
起
無
礙
法
門
義
」
第
三
の
初
め
に
置
い
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
そ
の
「
十
玄
縁
起
無
礙
法
門
義
」
第
三
の
説
示
中
に
は
数
箇
所
、
法
性
融
通
に
関
わ
る
語
が

「
形
対
の
果
」、「
縁
成
無
性
」
な
ど
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
箇
所
の
内
容
を
調
べ
る
と
、
問
答
の
中
で
あ
る
な
ど
、

全
て
他
に
対
す
る
説
明
と
し
て
示
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
法
蔵
は
『
五
教
章
』
に
於
い
て
、
理
性

等
の
介
入
を
ゆ
る
さ
な
い
華
厳
別
教
一
乗
の
縁
起
の
み
を
自
ら
の
立
場
と
し
て
、
そ
れ
を
直
顕
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

一
方
で
、
そ
こ
に
向
か
う
向
上
門
の
者
に
対
し
て
説
明
す
る
場
合
に
は
理
─
事
な
ど
相
対
表
現
を
用
い
た
、
三
乗
寄
顕
の
説
示
が
為

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
位
置
付
け
が
押
さ
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
両
者
の
差
異
が
明
瞭
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の

た
め
、
別
教
一
乗
直
顕
の
説
示
の
中
に
「
形
対
の
果
」
や
「
縁
成
無
性
」
と
い
う
因
分
と
し
て
説
か
れ
る
果
分
が
混
入
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

②
『
文
義
綱
目
（
５
）』

次
に
『
文
義
綱
目
』
の
第
四
「
義
に
約
す
」
の
内
容
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
同
体
・
異
体
の
構
造
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が

判
明
し
た
。
こ
れ
が
華
厳
の
義
理
を
顕
わ
す
一
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、『
五
教
章
』
の
「
義
理
分
斉
」
が
著
さ
れ
る

以
前
の
作
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

③
　『
華
厳
経
旨
帰
（
６
）』

『
華
厳
経
旨
帰
』
で
は
、「
経
の
意
を
釈
す
」
第
八
で
法
相
円
融
の
所
因
が
十
種
（
十
由
）
説
か
れ
て
い
る
中
の
九
番
目
に
『
五
教

二
一
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章
』
で
の
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
が
、
初
め
て
「
縁
起
相
由
力
」
と
名
付
け
ら
れ
収
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
は
大
き
な
改
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
十
由
の
構
造
自
体
が
『
五
教
章
』
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、

し
か
も
そ
の
第
十
番
目
に
は
『
五
教
章
』
に
於
い
て
華
厳
別
教
の
絶
対
の
事
の
立
場
と
は
一
線
を
画
さ
れ
て
い
た
事
相
と
理
性
の
融

通
が
「
法
性
融
通
力
」
と
名
付
け
ら
れ
て
置
か
れ
、
ま
た
「
縁
起
相
由
」
に
は
、
こ
の
『
旨
帰
』
で
改
訂
さ
れ
た
十
無
礙
を
当
て
は

め
た
解
釈
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
法
性
融
通
と
の
混
交
が
為
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
『
旨
帰
』
に
於
け
る
改
訂
の
特
徴
は
、
一
に
『
五
教
章
』
で
顕
し
た
十
義
・
十
玄
を
、「
経
の
義
を
顕
す
」
第
七
に

於
い
て
十
対
・
十
無
礙
に
改
変
し
て
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
。
十
義
を
十
対
に
改
め
た
の
は
、
法
性
の
融
通

（
あ
る
い
は
そ
れ
を
大
き
く
包
ん
で
相
対
の
関
係
）
の
在
り
方
を
導
入
す
る
た
め
、
さ
ら
に
十
玄
を
改
め
た
十
無
礙
は
、
理
趣
を
事
法
に

喩
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
礙
を
現
す
た
め
、
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
や
は
り
事
と
理
の
融
通
、
さ
ら
に
大
き
く
は
相

対
を
華
厳
の
義
・
意
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
絶
対
の
事
と
理
事
無
礙
と
の
融
通
の
立
場
に
大
き
く
傾
い
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
旨
帰
』
時
点
の
法
蔵
は
こ
の
両
立
場
の
差
異
が
未
だ
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
そ

の
間
に
あ
っ
て
こ
の
よ
う
な
思
想
的
な
「
揺
れ
」
を
生
じ
て
い
る
こ
と
が
窺
い
知
れ
、
振
り
返
っ
て
『
五
教
章
』
で
絶
対
の
事
を
説

示
す
る
中
に
混
入
し
て
い
た
「
形
対
の
果
」、「
縁
成
無
性
」
な
ど
が
『
旨
帰
』
で
の
大
改
訂
へ
発
動
す
る
芽
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が

判
明
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
第
二
の
特
徴
は
「
十
由
」
の
導
入
で
あ
り
、
そ
の
全
体
の
内
容
か
ら
は
、
法
相
円
融
の
原
因
と
し
て
「
仏
の
力
」
を
述
べ

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
縁
起
相
由
・
法
性
融
通
な
ど
が
「
仏
の
力
」
に
於
い
て
成
立
す
る
と
い
う
立
場

の
導
入
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
ち
な
み
に
『
旨
帰
』
で
は
「
縁
起
相
由
力
」、
あ
る
い
は
「
法
性
融
通
力
」
と
「
力
」
が
付
さ
れ

て
い
る
の
は
そ
の
故
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
「
仏
の
力
」
は
海
印
三
昧
、
果
分
不
可
説
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ

二
一
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章
』
で
の
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
が
、
初
め
て
「
縁
起
相
由
力
」
と
名
付
け
ら
れ
収
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
は
大
き
な
改
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
十
由
の
構
造
自
体
が
『
五
教
章
』
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、

し
か
も
そ
の
第
十
番
目
に
は
『
五
教
章
』
に
於
い
て
華
厳
別
教
の
絶
対
の
事
の
立
場
と
は
一
線
を
画
さ
れ
て
い
た
事
相
と
理
性
の
融

通
が
「
法
性
融
通
力
」
と
名
付
け
ら
れ
て
置
か
れ
、
ま
た
「
縁
起
相
由
」
に
は
、
こ
の
『
旨
帰
』
で
改
訂
さ
れ
た
十
無
礙
を
当
て
は

め
た
解
釈
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
法
性
融
通
と
の
混
交
が
為
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
『
旨
帰
』
に
於
け
る
改
訂
の
特
徴
は
、
一
に
『
五
教
章
』
で
顕
し
た
十
義
・
十
玄
を
、「
経
の
義
を
顕
す
」
第
七
に

於
い
て
十
対
・
十
無
礙
に
改
変
し
て
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
。
十
義
を
十
対
に
改
め
た
の
は
、
法
性
の
融
通

（
あ
る
い
は
そ
れ
を
大
き
く
包
ん
で
相
対
の
関
係
）
の
在
り
方
を
導
入
す
る
た
め
、
さ
ら
に
十
玄
を
改
め
た
十
無
礙
は
、
理
趣
を
事
法
に

喩
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
礙
を
現
す
た
め
、
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
や
は
り
事
と
理
の
融
通
、
さ
ら
に
大
き
く
は
相

対
を
華
厳
の
義
・
意
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
絶
対
の
事
と
理
事
無
礙
と
の
融
通
の
立
場
に
大
き
く
傾
い
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
旨
帰
』
時
点
の
法
蔵
は
こ
の
両
立
場
の
差
異
が
未
だ
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
そ

の
間
に
あ
っ
て
こ
の
よ
う
な
思
想
的
な
「
揺
れ
」
を
生
じ
て
い
る
こ
と
が
窺
い
知
れ
、
振
り
返
っ
て
『
五
教
章
』
で
絶
対
の
事
を
説

示
す
る
中
に
混
入
し
て
い
た
「
形
対
の
果
」、「
縁
成
無
性
」
な
ど
が
『
旨
帰
』
で
の
大
改
訂
へ
発
動
す
る
芽
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が

判
明
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
第
二
の
特
徴
は
「
十
由
」
の
導
入
で
あ
り
、
そ
の
全
体
の
内
容
か
ら
は
、
法
相
円
融
の
原
因
と
し
て
「
仏
の
力
」
を
述
べ

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
縁
起
相
由
・
法
性
融
通
な
ど
が
「
仏
の
力
」
に
於
い
て
成
立
す
る
と
い
う
立
場

の
導
入
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
ち
な
み
に
『
旨
帰
』
で
は
「
縁
起
相
由
力
」、
あ
る
い
は
「
法
性
融
通
力
」
と
「
力
」
が
付
さ
れ

て
い
る
の
は
そ
の
故
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
「
仏
の
力
」
は
海
印
三
昧
、
果
分
不
可
説
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ

二
一
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て
『
五
教
章
』
で
因
分
・
果
分
に
関
与
し
な
か
っ
た
性
相
通
融
の
立
場
も
「
仏
の
力
」（
果
分
）
に
よ
る
成
立
と
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
例
え
ば
『
華
厳
経
』「
賢
首
品
」
に
、

一
切
示
現
無
有
余
、
海
印
三
昧
勢
力
故
。	

（
大
正
九
・
四
三
四
下
）

（
一
切
示
現
し
て
余
り
有
る
こ
と
無
き
は
、
海
印
三
昧
勢
力
の
故
な
り
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
一
切
が
仏
の
三
昧
力
で
あ
る
と
い
う
思
想
的
立
場
を
実
現
し
、
そ
れ
を
言
葉
に
す
る
こ
と
を
希
求
し
た
こ
と
に
よ

る
改
変
と
考
え
ら
れ
る
。

④
　『
三
宝
章
』
の
「
法
界
縁
起
章
（
７
）」

『
華
厳
経
明
法
品
内
立
三
宝
章
』
の
巻
下
に
収
め
ら
れ
る
「
法
界
縁
起
章
」
で
は
、
法
界
縁
起
の
要
と
し
て
、

一
、
縁
起
相
由
門

二
、
法
性
融
通
門

三
、
縁
性
双
顕
門

四
、
理
事
分
無
門

の
四
門
が
立
て
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
第
一
の
「
縁
起
相
由
門
」
の
み
が
詳
細
に
解
釈
さ
れ
、
他
は
未
だ
作
成
し
て
い
な
い
こ
と
を

二
一



� 55法蔵華厳思想に於ける縁起相由の研究 ─ 『華厳経探玄記』篇（下）、及び総結（舘野）

述
べ
て
終
わ
っ
て
い
た
。

こ
の
縁
起
相
由
の
解
釈
を
調
査
す
る
と
、『
旨
帰
』
の
用
語
を
用
い
つ
つ
も
、
溯
っ
て
『
五
教
章
』
の
構
成
・
文
章
に
範
を
取
り

な
が
ら
書
か
れ
整
備
、
改
訂
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
そ
の
特
徴
は
『
旨
帰
』
に
於
い
て
為
さ
れ
た
、「
十
無
礙
」
の
導

入
に
見
ら
れ
る
法
性
融
通
と
の
混
交
が
払
拭
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
第
二
門
と
し
て
「
法
性
融
通
門
」
が
立
て
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
華
厳
の
義
と
し
て
の
法
界
縁
起
に
つ
い
て
、
こ
の
二
門
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
さ
ら
に
第
三
門
と
し
て
「
縁
性
双
顕
門
」、
第
四
門
と
し
て
「
理
事
分
無
門
」
が
立
項
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
み
る
な
ら
ば
、『
旨
帰
』
に
見
ら
れ
た
縁
起
相
由
と
理
事
無
礙
と
が
混
交
す
る
立
場
も
い
ま
だ
存
し
て
い
る
様
子
を
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。『
旨
帰
』
で
の
「
縁
起
相
由
」
の
内
容
が
先
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、「
縁
起
相
由
」
の
み
詳
し

く
改
変
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
自
ず
と
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
細
か
く
逐
っ
て
ゆ
く
と
、
や
は
り
『
旨
帰
』
に
見

ら
れ
た
よ
う
な
理
性
等
の
混
入
は
ほ
と
ん
ど
除
去
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
こ
こ
で
は
縁
起
相
由
と
法
性
融
通
に
注
目
し
て
こ
れ
を
四
門
に
よ
っ
て
整
理
し
、
法
界
縁
起
の
要
と
し
て

述
べ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
は
縁
起
相
由
の
思
想
が
深
め
ら
れ
た
こ
と
と
、
そ
れ
ら
を
大
き
く
包
み
込
む
思
想

的
立
場
へ
の
進
展
に
依
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
こ
で
は
『
旨
帰
』
で
用
い
ら
れ
た
十
由
の
構
造
が
取
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

に
注
意
が
必
要
と
な
る
。

⑤
　『
探
玄
記
（
８
）』

『
探
玄
記
』
で
の
縁
起
相
由
は
、
第
九
「
義
理
の
分
斉
を
顕
す
」
で
諸
法
が
混
融
無
礙
な
る
こ
と
の
因
縁
と
し
て
十
類
（
十
由
）

が
挙
げ
ら
れ
る
中
の
第
一
門
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
こ
の
第
一
門
の
み
新
た
に
改
訂
が
施
さ
れ
、
そ
れ
以
外
は
列
名
の
み

二
一
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述
べ
て
終
わ
っ
て
い
た
。

こ
の
縁
起
相
由
の
解
釈
を
調
査
す
る
と
、『
旨
帰
』
の
用
語
を
用
い
つ
つ
も
、
溯
っ
て
『
五
教
章
』
の
構
成
・
文
章
に
範
を
取
り

な
が
ら
書
か
れ
整
備
、
改
訂
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
そ
の
特
徴
は
『
旨
帰
』
に
於
い
て
為
さ
れ
た
、「
十
無
礙
」
の
導

入
に
見
ら
れ
る
法
性
融
通
と
の
混
交
が
払
拭
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
第
二
門
と
し
て
「
法
性
融
通
門
」
が
立
て
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
華
厳
の
義
と
し
て
の
法
界
縁
起
に
つ
い
て
、
こ
の
二
門
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
さ
ら
に
第
三
門
と
し
て
「
縁
性
双
顕
門
」、
第
四
門
と
し
て
「
理
事
分
無
門
」
が
立
項
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
み
る
な
ら
ば
、『
旨
帰
』
に
見
ら
れ
た
縁
起
相
由
と
理
事
無
礙
と
が
混
交
す
る
立
場
も
い
ま
だ
存
し
て
い
る
様
子
を
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。『
旨
帰
』
で
の
「
縁
起
相
由
」
の
内
容
が
先
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、「
縁
起
相
由
」
の
み
詳
し

く
改
変
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
自
ず
と
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
細
か
く
逐
っ
て
ゆ
く
と
、
や
は
り
『
旨
帰
』
に
見

ら
れ
た
よ
う
な
理
性
等
の
混
入
は
ほ
と
ん
ど
除
去
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
こ
こ
で
は
縁
起
相
由
と
法
性
融
通
に
注
目
し
て
こ
れ
を
四
門
に
よ
っ
て
整
理
し
、
法
界
縁
起
の
要
と
し
て

述
べ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
は
縁
起
相
由
の
思
想
が
深
め
ら
れ
た
こ
と
と
、
そ
れ
ら
を
大
き
く
包
み
込
む
思
想

的
立
場
へ
の
進
展
に
依
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
こ
で
は
『
旨
帰
』
で
用
い
ら
れ
た
十
由
の
構
造
が
取
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

に
注
意
が
必
要
と
な
る
。

⑤
　『
探
玄
記
（
８
）』

『
探
玄
記
』
で
の
縁
起
相
由
は
、
第
九
「
義
理
の
分
斉
を
顕
す
」
で
諸
法
が
混
融
無
礙
な
る
こ
と
の
因
縁
と
し
て
十
類
（
十
由
）

が
挙
げ
ら
れ
る
中
の
第
一
門
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
こ
の
第
一
門
の
み
新
た
に
改
訂
が
施
さ
れ
、
そ
れ
以
外
は
列
名
の
み

二
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為
さ
れ
、
全
く
同
じ
で
は
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
解
釈
は
全
て
『
旨
帰
』
の
十
由
に
譲
ら
れ
て
い
た
。

「
法
界
縁
起
章
」
と
『
探
玄
記
』
の
「
縁
起
相
由
」
を
対
比
す
る
と
、
ま
ず
構
造
面
で
は
「
法
界
縁
起
章
」
で
は
明
瞭
な
列
名
は

為
さ
れ
て
お
ら
ず
、
内
容
か
ら
九
門
で
あ
る
こ
と
が
受
け
取
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、『
探
玄
記
』
で
は
明
確
に
十
門
が
列

名
さ
れ
、
ま
た
細
か
い
分
類
も
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
内
容
面
で
は
一
つ
に
、「
法
界
縁
起
章
」
の
文
章
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
用
語
を
揃
え
る
な
ど
整
備
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
が
、
さ
ら
に
細
か
く
文
章
を
対
比
す
る
と
、「
法
界
縁
起
章
」
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
無
性
」、「
法
融
通
」
の
語
が
全
て

除
去
さ
れ
、
法
性
の
融
通
に
関
連
す
る
語
が
一
切
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。「
法
界
縁
起
章
」
に
こ
れ
ら
の
語
が
混
入

し
た
の
は
『
五
教
章
』
の
文
章
に
範
を
取
っ
た
故
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
こ
れ
ら
を
一
掃
す
る
こ
と
で
絶
対
の
事
と
し
て
の
縁
起
を

徹
底
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

二
つ
に
十
由
の
構
造
へ
の
復
帰
で
あ
る
。
こ
の
第
一
「
縁
起
相
由
」
以
外
は
項
目
名
を
示
す
の
み
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
つ
の
項

目
名
と
順
序
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
他
の
解
釈
は
『
旨
帰
』
に
譲
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
旨
帰
』
の
十
由

が
法
相
円
融
の
原
因
と
し
て
「
仏
の
力
」
を
暗
に
示
し
て
い
た
こ
と
に
復
帰
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
構
造
が
間
違
っ
て
い
な
い
か

ら
こ
そ
の
復
帰
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
れ
に
関
連
し
て
三
つ
に
、
重
要
な
改
訂
で
あ
る
「
体
用
の
双
融
」
の
項
で
為
さ
れ
た
六
句
に
よ
る
釈
中
で
の
表
現
の
変

化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
第
五
句
は
両
書
と
も
全
く
同
じ
、

五
に
は
前
の
四
句
を
合
す
る
、
同
一
縁
起
無
礙
倶
存
な
り
。

二
一
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と
い
う
句
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
第
六
句
に
つ
い
て
は
「
法
界
縁
起
章
」
で
は
、

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
ず
る
、
絶
待
離
言
な
る
も
の
に
し
て
、
応
に
情
を
去
り
て
理
の
如
く
思
う
べ
き
の
摂
な
り
。

と
あ
り
、『
探
玄
記
』
で
は
、

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
ず
る
、
絶
待
離
言
な
る
も
の
に
し
て
、
性
海
に
冥
同
す
。

と
そ
の
後
半
が
改
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
第
五
句
は
縁
起
相
由
を
語
っ
た
も
の
と
見
え
、
そ
の
世
界
が
泯
じ
た
状
況
が

「
法
界
縁
起
章
」
で
は
絶
待
離
言
で
あ
り
な
が
ら
「
理
の
如
く
思
う

・
・

」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、『
探
玄
記
』
で
は
「
絶
待

離
言
、
冥
同
性
海
」
と
、「
理
の
如
く
思
う

・

・

」
行
為
者
が
無
く
な
り
、
性
海
そ
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
性
海
果
分
と
し
て

の
絶
待
離
言
、
冥
同
性
海
の
境
界
が
、
即
、
縁
起
因
分
と
し
て
の
第
五
句
の
縁
起
相
由
と
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
の
改

訂
内
容
は
、
十
由
の
中
で
、
項
目
自
体
改
め
ら
れ
た
唯
一
の
も
の
が
『
探
玄
記
』
で
の
「
果
徳
円
極
故
」
で
あ
る
こ
と
に
も
通
じ
て

い
る
。

こ
う
し
て
『
探
玄
記
』
に
至
っ
て
、
仏
の
三
昧
と
即
な
る
も
の
と
し
て
の
縁
起
相
由
と
法
性
融
通
そ
れ
ぞ
れ
が
内
容
を
整
備
さ
れ

て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
改
訂
の
全
体
を
思
想
形
成
の
展
開
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
ま
ず
『
五
教
章
』
で
は
、
第
三
「
十
玄
縁
起
無
礙
法
門

三
二
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と
い
う
句
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
第
六
句
に
つ
い
て
は
「
法
界
縁
起
章
」
で
は
、

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
ず
る
、
絶
待
離
言
な
る
も
の
に
し
て
、
応
に
情
を
去
り
て
理
の
如
く
思
う
べ
き
の
摂
な
り
。

と
あ
り
、『
探
玄
記
』
で
は
、

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
ず
る
、
絶
待
離
言
な
る
も
の
に
し
て
、
性
海
に
冥
同
す
。

と
そ
の
後
半
が
改
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
第
五
句
は
縁
起
相
由
を
語
っ
た
も
の
と
見
え
、
そ
の
世
界
が
泯
じ
た
状
況
が

「
法
界
縁
起
章
」
で
は
絶
待
離
言
で
あ
り
な
が
ら
「
理
の
如
く
思
う

・
・

」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、『
探
玄
記
』
で
は
「
絶
待

離
言
、
冥
同
性
海
」
と
、「
理
の
如
く
思
う

・

・

」
行
為
者
が
無
く
な
り
、
性
海
そ
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
性
海
果
分
と
し
て

の
絶
待
離
言
、
冥
同
性
海
の
境
界
が
、
即
、
縁
起
因
分
と
し
て
の
第
五
句
の
縁
起
相
由
と
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
の
改

訂
内
容
は
、
十
由
の
中
で
、
項
目
自
体
改
め
ら
れ
た
唯
一
の
も
の
が
『
探
玄
記
』
で
の
「
果
徳
円
極
故
」
で
あ
る
こ
と
に
も
通
じ
て

い
る
。

こ
う
し
て
『
探
玄
記
』
に
至
っ
て
、
仏
の
三
昧
と
即
な
る
も
の
と
し
て
の
縁
起
相
由
と
法
性
融
通
そ
れ
ぞ
れ
が
内
容
を
整
備
さ
れ

て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
改
訂
の
全
体
を
思
想
形
成
の
展
開
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
ま
ず
『
五
教
章
』
で
は
、
第
三
「
十
玄
縁
起
無
礙
法
門

三
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義
」
に
て
示
す
別
教
一
乗
の
法
界
縁
起
の
み
を
自
ら
の
立
場
と
し
、
他
を
切
り
離
す
姿
勢
で
あ
り
、
と
く
に
絶
対
の
事
の
縁
起
と
し

て
の
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
と
、
事
と
理
の
融
通
す
る
性
相
通
融
と
を
は
っ
き
り
と
峻
別
す
る
向
下
門
の
み
強
調
す
る
立
場
に

あ
り
、
次
に
『
旨
帰
』
で
は
こ
れ
を
省
み
て
、『
五
教
章
』
で
の
峻
別
す
る
姿
勢
か
ら
、
向
上
門
の
導
入
を
追
究
し
、
包
括
す
る
よ

う
に
華
厳
の
義
・
意
と
し
て
の
絶
対
の
事
の
縁
起
の
中
に
法
性
と
事
相
（
理
と
事
）
の
融
通
が
導
入
さ
れ
、
思
想
的
立
場
の
展
開
が

為
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
実
際
に
は
絶
対
の
事
の
縁
起
と
法
性
融
通
と
が
同
じ
水
準
で
混
交
し
て
し
ま
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
は
法
蔵
自
身
の
思
想
立
場
に
於
け
る
「
揺
れ
」
が
窺
わ
れ
、
未
だ
向
上
に
あ
る
と
見
受
け
ら
れ
た
。
加

え
て
こ
こ
で
は
「
仏
の
力
」
と
い
う
原
因
に
よ
っ
て
一
切
が
成
立
す
る
も
の
と
改
訂
さ
れ
た
。

次
に
「
法
界
縁
起
章
」
で
は
、
理
性
を
排
除
し
た
絶
対
の
事
の
縁
起
（
縁
起
相
由
）
が
『
五
教
章
』
に
範
を
取
り
な
が
ら
記
さ
れ
、

縁
起
相
由
の
内
容
が
明
確
に
さ
れ
た
が
、
他
の
項
目
名
か
ら
は
そ
の
両
門
の
混
交
の
様
子
が
み
え
、
加
え
て
「
理
の
如
く
思
う
」
と

い
う
法
蔵
の
主
体
的
立
場
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
解
釈
の
中
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
や
は
り
い
ま
だ
『
旨
帰
』
の
水
準
を
引
き

ず
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
た
。

次
に
『
探
玄
記
』
で
は
、「
冥
同
性
海
」、
果
徳
円
極
な
る
境
界
と
し
て
絶
対
の
事
、
法
性
融
通
な
ど
の
在
り
方
が
成
立
す
る
と
い

う
境
界
へ
と
展
開
し
、
そ
れ
ゆ
え
『
旨
帰
』
の
十
由
に
於
け
る
、
原
因
と
し
て
の
「
仏
の
力
」
に
よ
る
成
立
と
い
う
構
造
に
戻
っ
た
。

縁
起
相
由
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
『
旨
帰
』
で
は
理
事
の
混
交
、「
法
界
縁
起
章
」
で
は
性
海
に
於
け
る
縁
起
相
由
と
い
う
境
界
が

未
徹
底
で
あ
っ
た
こ
と
が
書
き
改
め
ら
れ
、
こ
う
し
て
『
探
玄
記
』
に
至
っ
て
性
海
と
し
て
縁
起
相
由
、
法
性
融
通
、
さ
ら
に
そ
の

他
の
縁
起
の
在
り
方
が
障
礙
無
く
存
在
す
る
と
い
う
構
造
が
明
確
に
成
立
し
、
こ
れ
を
以
て
法
蔵
の
華
厳
思
想
が
最
終
的
に
形
成
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

三
二
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【
註
】

（
１
）	

本
稿
は
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
経
探
玄
記
』
篇
（
上
）」（『
桜
文
論
叢
』
九
九
巻
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

に
続
く
も
の
で
あ
り
、「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
」
と
題
し
て
法
蔵
の
思
想
形
成
を
調
査
し
て
き
た
左
に
記
す
各
論
考
の

最
後
に
当
た
る
。
そ
の
た
め
、
最
後
に
総
括
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

本
考
察
は
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
上
）」（『
桜
文
論
叢
』
六
八
巻
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）、

「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
下
）
及
び
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
篇
」（
同
、
七
〇
巻
、
二
〇
〇
八

年
一
月
）、「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
（
第
二
）
─
『
華
厳
経
旨
帰
』
篇
」（
同
、
七
八
巻
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
）、「
法

蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
「
法
界
縁
起
章
」
篇
」（
同
、
八
一
巻
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
）
に
連
続
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
用
い
る
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
原
文
は
底
本
に
大
正
蔵
経
三
五
巻
所
収
の
も
の
を
用
い
、
甲
本
、
乙
本
と
の
校
異
は
そ
の

脚
註
に
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
加
え
て
『
大
日
本
続
蔵
経
』
第
一
輯
、
第
四
套
、
第
一
冊
に
収
め
ら
れ
る
も
の
と
の
校
異
も
記
し
た
。

ま
た
、『
華
厳
五
教
章
』
の
引
用
に
つ
い
て
は
和
本
を
用
い
た
鎌
田
茂
雄
氏
の
『
華
厳
五
教
章
』
を
使
用
し
、
参
考
と
し
て
大
正
蔵
経
四
五
巻

の
頁
数
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

（
２
）	

註（
１
）の
拙
稿
の
う
ち
、「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
（
第
二
）
─
『
華
厳
経
旨
帰
』
篇
」
に
て
詳
細
に
考
察
し
た
。

（
３
）	

な
お
こ
の
第
六
句
の
後
半
を
改
め
、「
冥
同
性
海
」
と
し
た
こ
と
は
、『
探
玄
記
』
の
十
由
で
七
「
果
徳
円
極
故
」
が
新
設
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
共
通
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
六
句
の
分
別
は
十
玄
中
に
於
い
て
も
為
さ
れ
て
お
り
、
法
蔵
の
思
想
形
成
に
と
っ
て
重
要

な
鍵
と
な
る
説
示
で
あ
る
。

（
４
）	

拙
稿
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
上
）」、「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─

『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
下
）
及
び
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
篇
」

（
５
）	

拙
稿
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
下
）
及
び
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
篇
」。

（
６
）	

拙
稿
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
（
第
二
）
─
『
華
厳
経
旨
帰
』
篇
」

（
７
）	

拙
稿
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
「
法
界
縁
起
章
」
篇
」

（
８
）	

拙
稿
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
経
探
玄
記
』
篇
（
上
）」

【
参
考
文
献
】

鎌
田
茂
雄
『
華
厳
五
教
章
』
仏
典
講
座
二
八
、
大
蔵
出
版
、
一
九
七
五
年
五
月

三
三
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【
註
】

（
１
）	

本
稿
は
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
経
探
玄
記
』
篇
（
上
）」（『
桜
文
論
叢
』
九
九
巻
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

に
続
く
も
の
で
あ
り
、「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
」
と
題
し
て
法
蔵
の
思
想
形
成
を
調
査
し
て
き
た
左
に
記
す
各
論
考
の

最
後
に
当
た
る
。
そ
の
た
め
、
最
後
に
総
括
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

本
考
察
は
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
上
）」（『
桜
文
論
叢
』
六
八
巻
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）、

「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
下
）
及
び
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
篇
」（
同
、
七
〇
巻
、
二
〇
〇
八

年
一
月
）、「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
（
第
二
）
─
『
華
厳
経
旨
帰
』
篇
」（
同
、
七
八
巻
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
）、「
法

蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
「
法
界
縁
起
章
」
篇
」（
同
、
八
一
巻
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
）
に
連
続
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
用
い
る
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
原
文
は
底
本
に
大
正
蔵
経
三
五
巻
所
収
の
も
の
を
用
い
、
甲
本
、
乙
本
と
の
校
異
は
そ
の

脚
註
に
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
加
え
て
『
大
日
本
続
蔵
経
』
第
一
輯
、
第
四
套
、
第
一
冊
に
収
め
ら
れ
る
も
の
と
の
校
異
も
記
し
た
。

ま
た
、『
華
厳
五
教
章
』
の
引
用
に
つ
い
て
は
和
本
を
用
い
た
鎌
田
茂
雄
氏
の
『
華
厳
五
教
章
』
を
使
用
し
、
参
考
と
し
て
大
正
蔵
経
四
五
巻

の
頁
数
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

（
２
）	

註（
１
）の
拙
稿
の
う
ち
、「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
（
第
二
）
─
『
華
厳
経
旨
帰
』
篇
」
に
て
詳
細
に
考
察
し
た
。

（
３
）	

な
お
こ
の
第
六
句
の
後
半
を
改
め
、「
冥
同
性
海
」
と
し
た
こ
と
は
、『
探
玄
記
』
の
十
由
で
七
「
果
徳
円
極
故
」
が
新
設
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
共
通
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
六
句
の
分
別
は
十
玄
中
に
於
い
て
も
為
さ
れ
て
お
り
、
法
蔵
の
思
想
形
成
に
と
っ
て
重
要

な
鍵
と
な
る
説
示
で
あ
る
。

（
４
）	

拙
稿
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
上
）」、「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─

『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
下
）
及
び
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
篇
」

（
５
）	

拙
稿
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
下
）
及
び
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
篇
」。

（
６
）	

拙
稿
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
（
第
二
）
─
『
華
厳
経
旨
帰
』
篇
」

（
７
）	

拙
稿
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
「
法
界
縁
起
章
」
篇
」

（
８
）	

拙
稿
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
経
探
玄
記
』
篇
（
上
）」

【
参
考
文
献
】

鎌
田
茂
雄
『
華
厳
五
教
章
』
仏
典
講
座
二
八
、
大
蔵
出
版
、
一
九
七
五
年
五
月

三
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同	

『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
年
三
月

舘
野
正
生
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
上
）」（『
桜
文
論
叢
』
六
八
巻
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）

　
同	

	「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
下
）
及
び
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
篇
」（『
桜
文
論
叢
』、

七
〇
巻
、
二
〇
〇
八
年
一
月
）

　
同	
「
十
義
の
変
遷
に
見
る
法
蔵
華
厳
思
想
の
形
成
（
後
篇
）」（『
桜
文
論
叢
』、
第
七
一
巻
、
二
〇
〇
八
年
七
月
）

　
同	
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
（
第
二
）
─
『
華
厳
経
旨
帰
』
篇
」（『
桜
文
論
叢
』、
七
八
巻
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
）

　
同	

「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
「
法
界
縁
起
章
」
篇
」（『
桜
文
論
叢
』、
八
一
巻
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
）

　
同	

「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
─
『
華
厳
経
探
玄
記
』
篇
（
上
）」『
桜
文
論
叢
』、
九
九
巻
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

三
二




